















端線閉鎖前と判定した. 臨床成績は Lachman testとN-
test,ストレス撮影での患健差 (Telos SE),Lysholm score
を用いて評価した.脚長差や骨変形は下肢X線により観
察した.【結 果】 経過観察期間は平均 30.5カ月であ
る.Lachman testは全例陰性,N-testは 4例陰性, 2例偽
陽性であった.ストレス撮影での患健差 (Telos SE)は平
均 10.2mmから 3.0mmに改善した. Lysholm scoreは平
































































男性. 平成 22年 10月 21日バイクによる交通事故で受
傷.初診時,右脛骨近位部および骨幹部開放性骨折,右腓
骨骨折,後脛骨動脈損傷が認められた.同日,脛骨に対し
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